
資格取得に必要な臨床認定カリキュラムの開催を
オンデマンド配信にて開催！
（一部対面でも対応いたします）

・2025年発刊の最新書籍に基づいた
臨床応用をいち早く学べる

・長年にわたる職場教育の「知見と工夫」に触れる機会に！

・先進リハビリテーション機器, AIを活用した
最前線の取り組みを紹介！

これからの脳卒中理学療法を体感できる！

開催概要

・オンデマンド配信期間

2027年1月8日～2月12日

※選択科目のみ対面・オンデマンド配信選択可能

・選択科目対面開催日：2027年2月13日（仮）

・選択科目オンデマンド配信期間：2027年2月15日～28日

・開催場所：十勝リハビリテーションセンター

・受講料：20,000円

脳卒中認定理学療法士資格取得を目指している方を
「社会医療法人北斗 十勝リハビリテーションセンター（十勝リハ）」で

サポートします！！

必須科目研修 講師

1 正常な構造・機能と疾病の基礎
戎 駿介
(十勝リハビリテーションセンター 主任 脳卒中認定理学療法士）

2 医学的診断と治療介入
中嶋 宏成
（北斗病院 科長 脳卒中認定理学療法士）

3 理学療法介入の意義と理学療法士の役割
山野 祐市
（北斗病院 副科長 脳卒中認定理学療法士）

4 疾患によって生じる障害とその評価および予後予測
中嶋 宏成
（北斗病院 科長 脳卒中認定理学療法士）

5 脳卒中後の運動機能障害に対する理学療法
安部 千秋
(札幌柏葉病院 小児専門理学療法士）

6 脳卒中後の高次脳機能障害に対する理学療法
戎 駿介
(十勝リハビリテーションセンター 主任 脳卒中認定理学療法士）

7 脳卒中後の活動・参加制限に対する理学療法
宇野 奨吾
(十勝リハビリテーションセンター 主任 脳卒中認定理学療法士）

8 早期離床と合併症予防のための急性期理学療法
山野 祐市
（北斗病院 副科長 脳卒中認定理学療法士）

9 機能回復と日常生活活動自立に向けた回復期理学療法
小野 圭介
(十勝リハビリテーションセンター 副部長 脳卒中認定理学療法士）

10 在宅生活の充実と社会参加促進のための生活期理学療法
山下 美佳
（老人保健施設かみしほろ 副科長 地域理学療法認定理学療法士）

11 終末期における理学療法
村上 拓弥
（老人保健施設かけはし 副科長 地域理学療法認定理学療法士）

12 自立支援や疾病管理の補助具．機器とその活用
安部 千秋
(札幌柏葉病院 小児専門理学療法士 小児専門理学療法士）

13 発症予防、重症化予防、再発予防
山野 祐市
（北斗病院 副科長 脳卒中認定理学療法士）

14 患者・家族教育の意義とその方法
河合 聖太
（北斗病院 主任 脳卒中認定理学療法士）

15 社会資源の活用
宇野 奨吾
(十勝リハビリテーションセンター 主任 脳卒中認定理学療法士）

選択科目 講師

1
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編１）
（脳画像評価の実際）

小野 圭介
(十勝リハビリテーションセンター 副部長 脳卒中認定理学療法士）

2
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編２）
（リスク管理の実際）

中嶋 宏成
（北斗病院 科長 脳卒中認定理学療法士）

3
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編３）
（歩行再建の実際）

河合 聖太
（北斗病院 主任 脳卒中認定理学療法士）

4
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編７）
（ロボット療法の実際）

戎 駿介
(十勝リハビリテーションセンター 主任 脳卒中認定理学療法士）

5
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編８）
（予後予測の実際）

小野 圭介
(十勝リハビリテーションセンター 副部長 脳卒中認定理学療法士）

注意事項

・申込者は「登録理学療法士」取得者に限ります

・研修内容はシラバスに基づいて開催されますが、認定試験の作問に当開催

講師は関与していないため、試験内容と必ずしも重複しない可能性はあります

・受講希望者にはメールにて振込口座をご連絡いたします
振込名義はお申込者の氏名でお願いいたします

振り込み手数料はご負担頂きますようお願いいたします

・入金確認を持って受講決定となります

受講決定後のキャンセルに伴う返金はできません

・感染などの事由により開催形式などが変更になる場合があります

・振込明細をもって領収証と替えさせていただきます

申し込みフォーム：
https://forms.gle/Kvj38xyWK9o3SZTh8
申込期限：2026年12月14日（月）

お問い合わせ先： pt-yaguchi@hokuto7.or.jp
十勝リハビリテーションセンター 矢口 朋浩

https://forms.gle/Kvj38xyWK9o3SZTh8

